
(57)【要約】

【課題】ブローバイガスのガス成分とオイル成分とを一

層確実に分離し、エンジンの傷みと汚れを防ぐオイル分

離装置を提供する。

【解決手段】エンジン１０のブローバイガスを吸気系に

戻すブローバイガス循環システムの循環路に設けられ、

ブローバイガスからオイル成分を分離するオイル分離装

置６０において、内面を略円筒状としたタンク６２と、

このタンク６２内に開口しブローバイガスをタンク６０

の内面に沿って旋回させるように導く流入管７０と、タ

ンク６０内に開口しタンク６０の中心軸線６４付近から

主としてガス成分を取出して吸気系に導く排出管７２と

、タンク６０の底部付近に貯まるオイル成分を排出する

排油栓７４と、を備える。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ン ジ ン の ブ ロ ー バ イ ガ ス を 吸 気 系 に 戻 す ブ ロ ー バ イ ガ ス 循 環 シ ス テ ム の 循 環 路 に 設 け
ら れ 、 前 記 ブ ロ ー バ イ ガ ス か ら オ イ ル 成 分 を 分 離 す る オ イ ル 分 離 装 置 に お い て 、
　 内 面 を 略 円 筒 状 と し た タ ン ク と 、
　 こ の タ ン ク 内 に 開 口 し 前 記 ブ ロ ー バ イ ガ ス を 前 記 タ ン ク の 内 面 に 沿 っ て 旋 回 さ せ る よ う
に 導 く 流 入 管 と 、
　 前 記 タ ン ク 内 に 開 口 し 前 記 タ ン ク の 中 心 軸 線 付 近 か ら 主 と し て ガ ス 成 分 を 取 出 し て 前 記
吸 気 系 に 導 く 排 出 管 と 、
　 前 記 タ ン ク の 底 部 付 近 に 貯 ま る オ イ ル 成 分 を 排 出 す る 排 油 栓 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る オ イ ル 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 タ ン ク は 略 円 筒 状 の 内 面 の 中 心 軸 線 を 上 下 方 向 に し て エ ン ジ ン 付 近 に 設 置 さ れ 、 流 入 管
は タ ン ク の 上 部 か ら 内 面 の 略 接 線 方 向 を 指 向 し て ほ ぼ 水 平 方 向 に ブ ロ ー バ イ ガ ス を 吐 出 す
る 一 方 、 前 記 タ ン ク 内 の 下 部 を オ イ ル 溜 め と し た 請 求 項 １ の オ イ ル 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 タ ン ク は 略 円 筒 状 の 内 面 の 中 心 軸 線 を 略 水 平 方 向 に し て エ ン ジ ン 付 近 に 設 置 さ れ 、 流 入
管 は タ ン ク の 内 面 の 略 接 線 方 向 を 指 向 し て ブ ロ ー バ イ ガ ス を 吐 出 す る 一 方 、 前 記 タ ン ク の
下 部 に は オ イ ル 成 分 を 溜 め る オ イ ル 溜 め が 形 成 さ れ 、 こ の オ イ ル 溜 め に 排 油 栓 が 取 付 け ら
れ て い る 請 求 項 １ の オ イ ル 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 オ イ ル 溜 め は 略 円 筒 状 の タ ン ク 内 面 の 下 部 に 連 通 し て 下 方 に 突 出 し て い る 請 求 項 ３ の オ
イ ル 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 タ ン ク の 内 面 に は 、 螺 旋 状 の 溝 が 形 成 さ れ 、 流 入 管 は こ の 螺 旋 状 の 溝 に ほ ぼ 沿 っ て ブ ロ
ー バ イ ガ ス を 吐 出 す る 請 求 項 １ の オ イ ル 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 タ ン ク の 外 周 面 に は 空 冷 用 フ ィ ン が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ の オ イ ル 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 オ イ ル 溜 め に 貯 ま っ た オ イ ル 成 分 の 液 面 を 目 視 可 能 に す る オ イ ル レ ベ ル ゲ ー ジ を タ ン ク
に 設 け た 請 求 項 １ の オ イ ル 分 離 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 燃 エ ン ジ ン の ブ ロ ー バ イ ガ ス を 吸 気 系 に 循 環 さ せ る シ ス テ ム に 適 用 さ れ 、 ブ
ロ ー バ イ ガ ス か ら オ イ ル 成 分 を 分 離 す る オ イ ル 分 離 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン や デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン な ど の 火 花 点 火 式 あ る い は 圧 縮 点 火 式 の エ ン ジ
ン で は 、 燃 焼 室 か ら ピ ス ト ン と シ リ ン ダ 壁 の 間 隙 を 通 っ て ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に ブ ロ ー バ イ
ガ ス が 漏 れ る こ と が 避 け ら れ な い 。 こ の ブ ロ ー バ イ ガ ス は 約 ８ ０ ％ が 未 燃 ガ ス （ 未 燃 の Ｈ
Ｃ ま た は 部 分 酸 化 を 受 け た 燃 料 で 、 約 ２ ０ ％ が 排 出 ガ ス （ 燃 焼 ガ ス ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の ブ ロ ー バ イ ガ ス は 大 気 へ 放 出 す る 大 気 汚 染 の 大 き な 原 因 と な る 。 ま た ブ ロ ー バ イ ガ
ス は 水 分 を 含 ん で い る が 、 こ の 水 分 は Ｐ Ｈ ２ と い う 強 い 酸 性 を 示 す た め 、 機 関 内 部 を 汚 濁
さ せ 、 潤 滑 油 の 劣 化 を も た ら す 。 そ こ で 従 来 よ り こ の ブ ロ ー バ イ ガ ス を 吸 気 管 に 導 き 機 関
に 再 循 環 さ せ る Ｐ Ｃ Ｖ シ ス テ ム （ Positive Crankcase Ventilation System） が 用 い ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ６ ３ ５ ６ ９
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ７ － ２ ８ ０ １ ８ ２
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ ０ は 従 来 の Ｐ Ｃ Ｖ シ ス テ ム の 一 例 で あ る ク ロ ー ズ ド シ ス テ ム を 示 す 概 略 図 で あ る 。
こ の 図 に お い て 符 号 １ ０ は ４ サ イ ク ル 火 花 点 火 式 燃 料 噴 射 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン で あ り 、 １ ２
は ク ラ ン ク ケ ー ス 、 １ ４ は シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク 、 １ ６ は シ リ ン ダ ヘ ッ ド 、 １ ８ は シ リ ン ダ ヘ
ッ ド カ バ ー で あ る 。 ク ラ ン ク ケ ー ス １ ２ 内 に 軸 支 さ れ た ク ラ ン ク 軸 ２ ０ と 、 シ リ ン ダ ブ ロ
ッ ク １ ４ の シ リ ン ダ 内 を 上 下 動 す る ピ ス ト ン ２ ２ と が コ ン ロ ッ ド ２ ４ で 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ６ に は 吸 気 弁 ２ ６ 、 排 気 弁 ２ ８ が 設 け ら れ 、 こ れ ら は 動 弁 機 構 （ 図 示
せ ず ） に よ り 開 閉 駆 動 さ れ る 。 な お ク ラ ン ク ケ ー ス １ ２ 内 と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ８ 内
と は 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ４ お よ び シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ６ を 通 る 通 路 （ 図 示 せ ず ） に よ り 連
通 し て い る 。 ３ ０ は 吸 気 マ ニ ホ ー ル ド 、 ３ ２ は 排 気 マ ニ ホ ー ル ド で あ っ て 、 そ れ ぞ れ 吸 気
弁 ２ ６ 、 排 気 弁 ２ ８ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 吸 気 マ ニ ホ ー ル ド ３ ０ に は サ ー ジ タ ン ク ３ ４ を 介 し て 吸 気 管 ３ ６ が 接 続 さ れ 、 こ の サ ー
ジ タ ン ク ３ ４ の 上 流 側 に ス ロ ッ ト ル 弁 ３ ８ が 取 付 け ら れ て い る 。 ４ ０ は 燃 料 噴 射 弁 （ フ ュ
ー エ ル イ ン ジ ェ ク タ ー ） で あ り 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ６ 内 の 吸 気 管 ３ ０ 内 壁 か ら 吸 気 弁 ２ ６
方 向 を 指 向 し て 燃 料 を 噴 射 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｐ Ｃ Ｖ シ ス テ ム は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ８ か ら ブ ロ ー バ イ ガ ス を サ ー ジ タ ン ク ３ ４
に 環 流 さ せ る ガ ス 通 路 ５ ０ と 、 ス ロ ッ ト ル 弁 ３ ６ の 上 流 側 の 吸 気 管 ３ ６ か ら 外 気 を シ リ ン
ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ８ 内 に 導 く 新 気 通 路 ５ ２ と 、 ガ ス 通 路 ５ ０ に 設 け た Ｐ Ｃ Ｖ バ ル ブ ５ ４ と
を 有 す る 。 Ｐ Ｃ Ｖ バ ル ブ ５ ４ は 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス の 流 量 が エ ン ジ ン の 負 荷 に よ っ て 変 化 す
る こ と を 考 慮 し て 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス の 吸 入 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な ク ロ ー ズ ド シ ス テ ム に 対 し 、 シ ー ル ド シ ス テ ム も 従 来 よ り 知 ら れ て い る 。 こ
の シ ー ル ド シ ス テ ム は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ８ か ら ブ ロ ー バ イ ガ ス を エ ア ク リ ー ナ に
導 く も の で あ る 。 ク ロ ー ズ ド シ ス テ ム に よ れ ば 新 気 が ク ラ ン ク ケ ー ス １ ２ に 導 か れ る た め
ク ラ ン ク ケ ー ス の 換 気 性 に 優 れ る 一 方 、 シ ー ル ド シ ス テ ム は エ ア ク リ ー ナ エ レ メ ン ト が 水
分 や オ イ ル （ 燃 料 を 含 む ） な ど で 汚 れ ホ コ リ が 付 き や す い 、 と い う 問 題 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ブ ロ ー バ イ ガ ス を 吸 気 系 に 環 流 さ せ る と 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス に 含 ま れ る 強 酸 性 の 水 分 や 汚
れ た オ イ ル が エ ア ク リ ー ナ 、 吸 気 マ ニ ホ ー ル ド ３ ０ 、 吸 気 弁 ２ ６ 、 燃 焼 室 に 流 れ る こ と に
な り 、 こ れ ら を 傷 め た り 汚 す こ と に な る 。 従 来 よ り ブ ロ ー バ イ ガ ス か ら ガ ス 成 分 と オ イ ル
成 分 （ 水 分 と オ イ ル を 含 む 。 以 下 単 に オ イ ル と も い う 。 ） を 分 離 し て オ イ ル 成 分 は シ リ ン
ダ ヘ ッ ド 内 へ 戻 し ガ ス 成 分 だ け を 吸 気 系 に 戻 す た め に 、 オ イ ル セ パ レ ー タ を 用 い る こ と が
行 わ れ て い る が 、 従 来 の オ イ ル セ パ レ ー タ は オ イ ル の 分 離 が 不 十 分 で あ り 、 エ ン ジ ン を 傷
め 汚 す と い う 従 来 の 問 題 を 十 分 に 解 消 す る こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス の ガ ス 成 分 と オ
イ ル 成 分 と を 一 層 確 実 に 分 離 す る こ と が で き 、 エ ン ジ ン の 傷 み と 汚 れ を 防 ぐ こ と が で き る
オ イ ル 分 離 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば こ の 目 的 は 、 エ ン ジ ン の ブ ロ ー バ イ ガ ス を 吸 気 系 に 戻 す ブ ロ ー バ イ ガ
ス 循 環 シ ス テ ム の 循 環 路 に 設 け ら れ 、 前 記 ブ ロ ー バ イ ガ ス か ら オ イ ル 成 分 を 分 離 す る オ イ
ル 分 離 装 置 に お い て 、 内 面 を 略 円 筒 状 と し た タ ン ク と 、 こ の タ ン ク 内 に 開 口 し 前 記 ブ ロ ー
バ イ ガ ス を 前 記 タ ン ク の 内 面 に 沿 っ て 旋 回 さ せ る よ う に 導 く 流 入 管 と 、 前 記 タ ン ク 内 に 開
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口 し 前 記 タ ン ク の 中 心 軸 線 付 近 か ら 主 と し て ガ ス 成 分 を 取 出 し て 前 記 吸 気 系 に 導 く 排 出 管
と 、 前 記 タ ン ク の 底 部 付 近 に 貯 ま る オ イ ル 成 分 を 排 出 す る 排 油 栓 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴
と す る オ イ ル 分 離 装 置 、 に よ り 達 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ブ ロ ー バ イ ガ ス は 流 入 管 か ら タ ン ク の 略 円 筒 状 の 内 面 に 向 か っ て タ ン ク 内 に 流 入 し 、 タ
ン ク 内 面 に 沿 っ て 旋 回 す る 。 こ の た め 重 い 液 状 の オ イ ル 成 分 が 遠 心 力 に よ っ て 外 周 側 す な
わ ち タ ン ク 内 面 に 向 か い 、 軽 い ガ ス 成 分 は タ ン ク 中 心 部 に 向 か っ て 移 動 し 、 ガ ス 成 分 と オ
イ ル 成 分 が 分 離 さ れ る 。 中 心 部 か ら は 排 出 管 に よ っ て ガ ス 成 分 が 吸 気 負 圧 に よ っ て 吸 い 出
さ れ 吸 気 系 に 導 か れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 タ ン ク 内 面 に 向 か っ て 移 動 し た オ イ ル 成 分 は 、 タ ン ク 内 面 に 付 着 し 、 重 力 に よ っ て タ ン
ク の 底 部 に 集 ま る 。 こ の オ イ ル 成 分 は 適 宜 量 溜 ま る と 、 排 油 栓 を 開 く こ と に よ り 外 へ 排 出
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ブ ロ ー バ イ ガ ス は タ ン ク 内 面 に 接 触 し て 冷 や さ れ る の で 、 オ イ ル 成 分 の 油 滴 は 能 率 良 く
液 状 化 し タ ン ク 内 面 に 付 着 し て タ ン ク 底 部 に 集 ま る 。 こ の た め ガ ス 成 分 と オ イ ル 成 分 の 分
離 （ 気 液 分 離 ） が 確 実 に 行 わ れ 、 オ イ ル 成 分 が 吸 気 系 に 入 る こ と に よ り エ ン ジ ン を 傷 め た
り エ ン ジ ン を 汚 し た り す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 タ ン ク は 略 円 筒 状 の 内 面 の 中 心 軸 線 を 上 下 方 向 （ 例 え ば 垂 直 ） に し て エ ン ジ ン 付 近 に 設
置 す る 場 合 は 、 円 筒 状 タ ン ク 内 の 底 部 を オ イ ル 溜 め と し て 、 こ こ に オ イ ル 成 分 を 溜 め る 。
ま た 流 入 管 は タ ン ク 上 部 か ら 内 面 の 略 接 線 方 向 （ す な わ ち 水 平 断 面 上 で 内 面 が 形 成 す る 円
の ほ ぼ 接 線 方 向 ） に ブ ロ ー バ イ ガ ス を 吐 出 す れ ば 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス は 中 心 軸 線 回 り の 強 い
旋 回 流 と な り 、 オ イ ル 分 離 を 一 層 確 実 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 タ ン ク は 略 円 筒 状 の 内 面 の 中 心 軸 線 を 略 水 平 方 向 に し て 、 す な わ ち 円 筒 状 タ ン ク を 横 に
倒 し て 、 設 置 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は ブ ロ ー バ イ ガ ス は 内 面 の 略 接 線 方 向 （ 中 心 軸 線 に
対 し て 直 交 す る 垂 直 面 上 で 内 面 が 形 成 す る 円 の ほ ぼ 接 線 方 向 ） に 吐 出 し 、 タ ン ク の 下 部 に
は オ イ ル 溜 め を 設 け る 。 こ の 場 合 の オ イ ル 溜 め は 、 略 円 筒 状 の タ ン ク 内 面 の 下 部 に 連 通 し
て 下 方 に 突 出 す る よ う に 形 成 し て お く の が よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ブ ロ ー バ イ ガ ス は タ ン ク の 設 置 向 き を 垂 直 に す る か 水 平 に す る か に か か わ ら ず 、 タ ン ク
内 面 に 沿 っ て 旋 回 す る か ら 、 こ の 旋 回 に 沿 う よ う に 螺 旋 状 の 溝 を タ ン ク 内 面 に 形 成 し て お
く の が よ い 。 こ う す る こ と に よ り 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス の 旋 回 を 促 進 し 、 安 定 さ せ る こ と が で
き る か ら で あ る 。 ま た 旋 回 に よ り 分 離 さ れ た オ イ ル 成 分 を こ の 溝 に よ っ て オ イ ル 溜 め に 円
滑 に 導 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 タ ン ク は 冷 却 性 が よ い 金 属 製 、 例 え ば ス テ ン レ ス 製 や ア ル ミ ニ ュ ー ム 製 と す る の が よ い
。 ア ル ミ ニ ュ ー ム 製 タ ン ク の 場 合 に は 、 板 厚 を ３ ｍ ｍ 以 上 に す る の が よ い 。 エ ン ジ ン ル ー
ム 内 温 度 が 一 時 的 上 昇 し た 場 合 に タ ン ク 内 温 度 が 直 ち に 上 昇 す る の を 防 げ る か ら で あ る 。
タ ン ク の 外 周 面 に は 空 冷 用 フ ィ ン を 設 け れ ば 、 タ ン ク の 冷 却 性 は 一 層 向 上 し 、 気 液 分 離 を
一 層 確 実 に 行 う こ と が で き る 。 タ ン ク に は 、 オ イ ル 溜 め に 貯 ま っ た オ イ ル 成 分 の 液 面 を 目
視 可 能 に す る オ イ ル レ ベ ル ゲ ー ジ を 設 け て お く の が よ い 。 こ こ に 溜 ま る オ イ ル 成 分 が 一 定
量 を 越 え な い よ う に 、 適 時 に 排 油 栓 を 開 い て 溜 ま っ た オ イ ル 成 分 を 排 出 す る の に 便 利 に な
る か ら で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 適 用 し た ク ロ ー ズ ド シ ス テ ム の 概 略 図 、 図 ２ は オ イ ル 分 離 装
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置 の 側 断 面 図 、 図 ３ は 図 ２ に お け る III-III線 断 面 図 で あ る 。 図 １ に お い て は 図 １ ０ と 同
一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し た の で そ の 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。 図 １ が 図 １ ０ と 異 な る の は 、 ガ
ス 通 路 ５ ０ の 途 中 に 本 願 発 明 に 係 る オ イ ル 分 離 装 置 （ 一 般 に オ イ ル キ ャ ッ チ タ ン ク と も い
う 。 ） ６ ０ を 設 け た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の オ イ ル 分 離 装 置 ６ ０ は 、 金 属 製 の 円 筒 状 タ ン ク ６ ２ を 略 垂 直 に 設 置 し て 用 い る も の
で あ る 。 す な わ ち タ ン ク ６ ２ の 中 心 軸 線 ６ ４ を 略 垂 直 に し て 用 い る 。 タ ン ク ６ ２ は 円 筒 の
上 下 を 上 板 ６ ６ と 底 板 ６ ８ で 塞 い だ も の で あ る 。 な お ガ ス 通 路 ５ ０ は エ ア ク リ ー ナ ４ ９ に
接 続 し た も の も あ る （ 図 １ の 仮 想 線 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 板 ６ ６ に は 外 周 寄 り を 上 下 方 向 に 流 入 管 ７ ０ が 貫 通 し 、 中 心 軸 線 ６ ４ 上 に 排 出 管 ７ ２
が 貫 通 し て い る 。 流 入 管 ７ ０ の 先 端 ７ １ は 斜 め に カ ッ ト さ れ 、 タ ン ク 内 面 の 周 方 向 す な わ
ち 水 平 断 面 上 （ 図 ３ ） で タ ン ク 内 面 が 形 成 す る 円 の ほ ぼ 接 線 方 向 に 向 か っ て 開 口 し て い る
。 こ の 開 口 ７ １ は タ ン ク ６ ２ の 内 面 に 向 か っ て 斜 め に ブ ロ ー バ イ ガ ス を 吐 出 す る 方 向 で あ
れ ば よ い 。 排 出 管 ７ ２ は 流 入 管 ７ ０ よ り 太 径 で あ っ て 、 流 入 管 ７ ０ よ り も 下 方 ま で の び て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 底 板 ６ ８ に は 、 中 心 軸 線 ６ ４ 上 に 排 油 栓 ７ ４ が 着 脱 可 能 に 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 排 油
栓 ７ ４ は 下 方 か ら 底 板 ６ ８ に 螺 着 可 能 で あ り 螺 着 状 態 で は タ ン ク ６ ２ 内 の 底 部 に 形 成 さ れ
る オ イ ル 溜 め ７ ６ を 閉 じ 、 排 油 栓 ７ ４ を 抜 い た 時 に は こ の オ イ ル 溜 め ７ ６ の 底 を 開 き 、 こ
こ に 溜 ま る オ イ ル 成 分 を 外 へ 排 出 す る こ と が で き る 。 な お こ の 排 油 栓 ７ ４ の 先 端 は 略 円 錐
状 に 形 成 さ れ 、 タ ン ク ６ ２ 内 に 進 入 し て い る 。 こ の た め タ ン ク ６ ２ 内 に ブ ロ ー バ イ ガ ス の
旋 回 流 が 形 成 さ れ る の を 助 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 タ ン ク ６ ２ の 側 面 に は オ イ ル レ ベ ル ゲ ー ジ ７ ８ が 取 付 け ら れ て い る 。 こ の オ イ ル レ ベ ル
ゲ ー ジ ７ ８ は タ ン ク ６ ２ 内 の 底 部 と 上 部 と を 連 通 す る 透 明 管 ８ ０ を 持 ち 、 オ イ ル 溜 め ７ ６
の 液 面 と 同 じ 高 さ ま で オ イ ル が こ の 透 明 管 ８ ０ に 入 る 。 こ の た め 透 明 管 ８ ０ の 液 面 を 目 視
に よ り 確 認 す る こ と に よ り 、 オ イ ル 溜 め ７ ６ に 溜 ま っ た オ イ ル 量 を 知 る こ と が で き る 。 透
明 管 ８ ０ は 少 な く と も 一 端 が 着 脱 可 能 で あ り 、 一 端 を 外 し た 状 態 で タ ン ク ６ ２ を エ ン ジ ン
ル ー ム 内 に 金 属 バ ン ド な ど で 固 定 し 、 そ の 後 透 明 管 ８ ０ を 元 の 状 態 に 接 続 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の オ イ ル 分 離 装 置 ６ ０ は エ ン ジ ン １ ０ の 近 く に ス テ ン レ ス バ ン ド で タ ン ク ６ ２ を 締 付
け る こ と に よ っ て 取 付 け ら れ る 。 例 え ば 自 動 車 エ ン ジ ン で あ れ ば 、 エ ン ジ ン ル ー ム 内 な ど
に 設 置 さ れ る 。 ス テ ン レ ス バ ン ド で 固 定 す る こ と に よ り 、 タ ン ク ６ ２ の 取 付 位 置 を 容 易 に
調 整 で き 、 狭 い エ ン ジ ン ル ー ム 内 へ の 配 設 に 都 合 が よ い 。 前 記 ガ ス 通 路 ５ ０ は そ の 途 中 が
切 断 さ れ 、 図 １ に 示 す よ う に そ の 切 断 し た 端 の う ち シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ８ 側 の 端 が コ
ネ ク タ ８ ２ お よ び 接 続 管 ８ ４ に よ っ て 、 オ イ ル 分 離 装 置 ６ ０ の 流 入 管 ７ ０ に 接 続 さ れ る 。
他 方 の 端 す な わ ち サ ー ジ タ ン ク ３ ４ 側 の 端 は コ ネ ク タ ８ ６ お よ び 接 続 管 ８ ８ に よ っ て 、 オ
イ ル 分 離 装 置 ６ ０ の 排 出 管 ７ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 エ ン ジ ン １ ０ の ブ ロ ー バ イ ガ ス は Ｐ Ｃ Ｖ バ ル ブ ５ ４ を 通 り 、 オ イ
ル 分 離 装 置 ６ ０ の 流 入 管 ７ ０ か ら タ ン ク ６ ２ 内 に 入 る 。 流 入 管 ７ ０ の 先 端 の 開 口 ７ １ か ら
ブ ロ ー バ イ ガ ス は タ ン ク ６ ２ の 内 周 方 向 に 吐 出 さ れ 、 タ ン ク ６ ２ 内 に 旋 回 流 ９ ０ （ 図 ２ ）
を 形 成 す る 。 こ の 旋 回 流 ９ ０ は 遠 心 力 に よ り オ イ ル 成 分 を タ ン ク ６ ２ の 内 面 に 付 着 さ せ 、
軽 い ガ ス 成 分 を 中 心 軸 線 ６ ４ 側 に 集 め る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の た め 重 い オ イ ル 成 分 は タ ン ク ６ ２ の 底 、 す な わ ち オ イ ル 溜 め ７ ６ に 集 ま る 。 ま た 軽
い ガ ス 成 分 は 排 出 管 ７ ２ の 開 口 ７ ３ か ら 排 出 管 ７ ２ 内 に 入 り 、 さ ら に サ ー ジ タ ン ク ３ ４ 内
に 吸 入 さ れ る 。 従 っ て ガ ス 成 分 は 吸 気 管 ３ ６ か ら 吸 入 さ れ る 新 気 と 共 に エ ン ジ ン １ ０ の 燃
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焼 室 に 吸 入 さ れ 、 燃 焼 さ れ る 。 一 方 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ８ 内 に は 新 気 通 路 ５ ２ に よ っ
て 新 気 （ 外 気 ） が 導 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お オ イ ル 分 離 装 置 ６ ０ を 接 続 す る 接 続 管 ８ ４ 、 ８ ８ は 、 エ ン ジ ン １ ０ の ガ ス 通 路 ５ ０
の 管 と 径 が 異 な る こ と が あ る 。 こ の 場 合 は 図 ４ に 示 す コ ネ ク タ ８ ２ 、 ８ ６ を 用 い る 。 す な
わ ち コ ネ ク タ ８ ２ 、 ８ ４ は 一 端 が ガ ス 通 路 ５ ０ の 管 に 適 合 す る 径 を 持 ち 、 他 端 が 接 続 管 ８
４ 、 ８ ８ に 適 合 す る 径 を 持 つ も の で あ る 。 ま た こ の 接 続 管 ８ ４ 、 ８ ８ は 、 外 径 が 異 な る 部
分 を ３ つ 連 続 さ せ て い る の で 、 接 続 管 ８ ４ 、 ８ ８ や ガ ス 通 路 ５ ０ の 管 径 が 接 続 管 ８ ４ 、 ８
６ の ３ つ の 管 径 に 対 応 す る 場 合 に 対 応 で き 、 便 利 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ は 他 の 実 施 例 で あ る オ イ ル 分 離 装 置 の ６ ０ Ａ の 側 断 面 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 は 、 タ
ン ク ６ ２ Ａ の 内 面 に 螺 旋 状 の 溝 １ ０ ０ を 形 成 し た も の で あ る 。 従 っ て 流 入 管 ７ ０ か ら 流 入
す る ブ ロ ー バ イ ガ ス は こ の 螺 旋 状 の 溝 １ ０ ０ に 沿 っ て 旋 回 し 、 内 面 に 付 着 す る オ イ ル 成 分
は こ の 溝 １ ０ ０ に よ っ て オ イ ル 溜 め ７ ６ に 円 滑 に 流 下 す る 。 こ の 結 果 タ ン ク ６ ２ Ａ の 内 面
に 付 着 し た オ イ ル 成 分 が ブ ロ ー バ イ ガ ス の 旋 回 の 障 害 に な る の を 防 ぐ こ と が で き る 。 な お
溝 １ ０ ０ は １ ０ ｍ ｍ 間 隔 で 形 成 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た こ の 実 施 例 で は 、 排 油 栓 ７ ４ Ａ の 先 端 を 水 平 端 面 と し 、 排 出 管 ７ ２ Ａ を 短 く し て そ
の 下 端 を タ ン ク ６ ２ Ａ 内 に 開 口 さ せ た 。 さ ら に タ ン ク ６ ２ Ａ の 外 周 面 に 空 冷 用 の フ ィ ン １
０ ２ を 形 成 し た 。 こ の フ ィ ン １ ０ ２ は タ ン ク ６ ２ Ａ を 冷 却 す る の で 、 タ ン ク ６ ２ Ａ の 内 面
に 接 触 し て 旋 回 す る ブ ロ ー バ イ ガ ス を 冷 や し 、 オ イ ル 分 離 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 。 な
お こ の 図 ５ に お い て は 図 ２ と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し た の で そ の 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ は 他 の 実 施 例 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。 こ の オ イ ル 分 離 装 置 ６ ０ Ｂ は 、 排 出 管 ７ ２ Ｂ
の 下 部 を 下 方 に 向 か っ て 拡 径 す る 略 円 錐 状 と し て 、 そ の 下 端 の 開 口 に オ イ ル 分 離 用 フ ィ ル
タ １ ０ ４ を 取 付 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 流 入 管 ７ ０ か ら 流 入 す る ブ ロ ー バ イ ガ ス は 、 タ ン ク ６ ２ Ｂ の 内 面
と 、 排 出 管 ７ ２ Ｂ 下 部 の 円 錐 状 部 分 の 外 周 面 と に 案 内 さ れ て 円 滑 に 旋 回 で き る 。 ま た オ イ
ル は フ ィ ル タ １ ０ ４ で も 捕 獲 （ ト ラ ッ プ ） さ れ る 。 こ の た め オ イ ル 分 離 を 一 層 確 実 に す る
こ と が で き る 。 な お こ の 図 ６ で は 図 ２ 、 ５ と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し た か ら 、 そ の 説 明
は 繰 り 返 さ な い 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ は 他 の 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ８ は そ の 中 央 付 近 で 中 心 軸 線 ６ ４ Ｃ に 直 交 す る 垂 直 面 で
断 面 し た 断 面 図 で あ る 。 こ の オ イ ル 分 離 装 置 ６ ０ Ｃ は 、 タ ン ク ６ ２ Ｃ を 水 平 に し て 、 す な
わ ち 中 心 軸 線 ６ ４ Ｃ を 水 平 に し て 配 置 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 場 合 流 入 管 ７ ０ Ｃ は タ ン ク ６ ２ Ｃ の 上 部 に 水 平 に 配 設 さ れ 、 タ ン ク ６ ２ Ｃ の 内 面 に
沿 う 方 向 、 す な わ ち タ ン ク 内 面 の 略 接 線 方 向 に 向 か っ て 複 数 の 開 口 ７ １ Ｃ が 設 け ら れ る 。
排 出 管 ７ ２ Ｃ は 中 心 軸 線 ６ ４ Ｃ に 沿 っ て 配 設 さ れ 、 そ の 周 面 に は 適 宜 数 の 開 口 が 形 成 さ れ
、 ガ ス 成 分 を 抽 出 し て 排 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 タ ン ク ６ ２ Ｃ の 下 部 に は オ イ ル 溜 め ７ ６ Ｃ が 下 方 に 突 出 す る よ う に 取 付 け ら れ 、 タ ン ク
６ ２ Ｃ の 円 筒 状 の 内 面 と こ の オ イ ル 溜 め ７ ６ Ｃ と が 連 通 孔 １ ０ ６ で 連 通 し て い る 。 こ の オ
イ ル 溜 め ７ ６ Ｃ の 底 に は 排 油 栓 ７ ４ Ｃ が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 実 施 例 は タ ン ク ６ ２ Ｃ を 横 向 き に し て 使 用 す る の で 、 自 動 車 の エ ン ジ ン ル ー ム の よ
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う に 取 付 け ス ペ ー ス に 制 限 が あ る 場 合 に 、 配 置 自 由 度 が 増 え る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ９ は ブ ロ ー バ イ ガ ス 循 環 シ ス テ ム の 他 の 例 を 示 す 。 こ の 実 施 例 は 図 １ の も の に 対 し て
ガ ス 通 路 ５ ０ Ｄ お よ び Ｐ Ｃ Ｖ バ ル ブ ５ ４ Ｄ の 位 置 が 異 な り 、 ク ラ ン ク ケ ー ス １ ２ か ら ブ ロ
ー バ イ ガ ス を オ イ ル 分 離 装 置 ６ ０ （ ６ ０ Ａ ～ ６ ０ Ｃ ） に 導 く よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 す な わ ち Ｐ Ｃ Ｖ バ ル ブ ５ ４ Ｄ と サ ー ジ タ ン ク ３ ４ を つ な ぐ ガ ス 通 路 ５ ０ Ｄ の 途 中 を 切 断
し 、 そ の 両 端 を そ れ ぞ れ コ ネ ク タ ８ ２ Ｄ 、 ８ ４ Ｄ を 介 し て 、 接 続 管 ８ ４ Ｄ 、 ８ ８ Ｄ で オ イ
ル 分 離 装 置 ６ ０ （ ６ ０ Ａ ～ ６ ０ Ｃ ） に 接 続 し た も の で あ る 。 な お こ の 図 で は 前 記 図 １ と 同
一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し た の で 、 そ の 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。 ま た オ イ ル 分 離 装 置 ６ ０ 、 ６
０ Ａ 、 ６ ０ Ｂ を 使 う 場 合 は 図 １ ０ に 示 す よ う に 縦 置 き と し 、 図 ７ 、 ８ の オ イ ル タ ン ク 分 離
装 置 ６ ０ Ｃ を 用 い る 場 合 は 横 置 き に す る の は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 使 用 例 を 示 す 図
【 図 ２ 】 そ の オ イ ル 分 離 装 置 の 側 断 面 図
【 図 ３ 】 そ の III-III線 断 面 図
【 図 ４ 】 コ ネ ク タ を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ 】 オ イ ル 分 離 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 側 断 面 図
【 図 ６ 】 オ イ ル 分 離 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 側 断 面 図
【 図 ７ 】 他 の 実 施 例 の 斜 視 図
【 図 ８ 】 そ の 断 面 図
【 図 ９ 】 ブ ロ ー バ イ ガ ス 循 環 シ ス テ ム の 他 の 例 を 示 す 図
【 図 １ ０ 】 従 来 の ブ ロ ー バ イ ガ ス 循 環 シ ス テ ム を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ ０ 　 エ ン ジ ン
　 ３ ４ 　 サ ー ジ タ ン ク
　 ３ ６ 　 吸 気 管
　 ５ ０ 、 ５ ０ Ｄ 　 ガ ス 通 路
　 ５ ４ 、 ５ ４ Ｄ 　 Ｐ Ｃ Ｖ バ ル ブ
　 ６ ０ 、 ６ ０ Ａ ～ ６ ０ Ｃ 　 オ イ ル 分 離 装 置
　 ６ ２ 、 ６ ２ Ａ 、 ６ ２ Ｃ 　 タ ン ク
　 ６ ４ 、 ６ ４ Ｃ 　 中 心 軸 線
　 ７ ０ 、 ７ ０ Ｃ 　 流 入 管
　 ７ ２ 、 ７ ２ Ａ 、 ７ ２ Ｂ 、 ７ ２ Ｃ 　 排 出 管
　 ７ ４ 、 ７ ４ Ａ 、 ７ ４ Ｃ 　 排 油 栓
　 ７ ６ 、 ７ ６ Ｃ 　 オ イ ル 溜 め
　 ７ ８ 　 オ イ ル レ ベ ル ゲ ー ジ
　 １ ０ ０ 　 螺 旋 状 の 溝
　 １ ０ ２ 　 空 冷 用 フ ィ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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